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討議資料

スローガン

■市民と行政のかけはし

■老若男女がイキイキ幸せ未来

■小さな一歩　台地から
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台地の息吹を市全体に！

牧之原に耀く未来を開きます
！

< 略　歴 > 
兵庫県生まれ、広島県育ち。
進学塾ヨダゼミの教室長兼講師を経て、1993年に大
阪府でイーティーシー研究所（個人事業）を創業。30
年近く人事コンサルタントとして中小企業経営者を
サポート。講演も多数。
1995年に阪神淡路大震災を経験。ボランティア活動
に従事し多くの教訓を得る。寝屋川青年会議所理事、
青年会議所大阪ブロック協議会役員を歴任。2022年
より出縄良人税理士事務所に所属。2023年より同事
務所運営の「まきのはらインキュベーションセン
ター」アシスタントマネージャーに就任（現任）。2024
年よりテアトルアカデミー名古屋校に在籍。
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【趣味その他】
趣味…お料理、魚の解体（３枚おろし）、ゴルフ
好きな食べ物…塩おにぎり、魚介類、甲殻類
好きな言葉…真心



ご　挨　拶
私は、市民の皆さんにとって「身近に感じられる
議員」でありたいと願っています。何でも気軽に
相談でき、「まずはヨウコさんに話してみよう」
と思っていただける存在を目指します。議会は
もっと建設的で自由な発想の議論ができる場に
変えていきたい。そして、防災や女性活躍、高齢
者の生きがいづくりなど、あらゆる面で県内か
ら「牧之原っていいな」と憧れられるまちにして
いきます。議員一人の力ではなく、市民の皆さん
と一緒に未来を築く。その想いで、全力で取り組
んでまいります。

♦新産業育成
牧之原には、もっと新しい産業や企業が根付く可能性
があります。市が呼び込んだ企業をしっかり受け止め、
地域とつなぐ「受け皿」になりたいと考えています。単
なる誘致に終わらず、企業が定着し、地元の若者や高齢
者まで活躍できる場をつくることで、税収や雇用が増
え、まち全体が活気づきます。議会内にスタートアップ
委員会のような仕組みを設け、企業との連携やサポー
トを継続的に行い、牧之原を挑戦と成長の拠点にして
いきます。

台地の息吹を市全体に！

牧之原に耀く未来を開きます
！

♦未来を見据えた教育
これからの時代に必要なのは、知識だけでなく世界で
通用する実践力です。英語を「教える」だけでなく、「英
語で教える」授業を取り入れ、子どものうちから自然に
コミュニケーション力を育みます。インターナショナ
ルスクールのような魅力的な教育環境を整えること
で、「引っ越してでも通わせたい」と思われる学校づく
りを目指します。牧之原を、質の高い教育が受けられる
まちとして全国に発信し、子育て世代や新しい住民の
流入を促します。

♦健康長寿
高齢者が元気でいきいきと過ごすためには、「人の役
に立つ喜び」を感じられる環境が大切です。障がいの
有無に関わらず、働きたい方には働く場を用意し、地
域や企業での活躍を支えます。お給料のためだけで
なく、「自分はまだ必要とされている」という実感が、
心と体の健康につながります。こうした取り組みは
フレイル予防にもなり、介護や福祉の負担軽減にも
つながると考えています。

杉本市長と
固い握手 ! 
決断と実行で、 

ともに市政に輝きを
添えます 

井林衆議院議員が
来訪 

牧之原市へ国の
サポートを引出して

参ります

♦女性活躍
女性が安心して働き、社会で活躍するためには、子育て
と仕事を両立できる環境が欠かせません。企業内や地
域での託児所設置を進め、保育士の確保や質の向上に
も取り組みます。妊娠・出産・子育て中でも活躍の場を
失わない仕組みをつくり、起業やキャリア形成を支援
します。男女が対等に尊重され、力を発揮できる牧之原
を目指します。

♦防災力
海岸沿いという立地を踏まえ、近隣市町と連携した防
災体制の構築を進めます。阪神淡路大震災で得た経験
をもとに、防災講座や地域訪問を通じて市民の意識を
高めます。特にペットと暮らす方や高齢者も安心して
避難できる仕組みづくりに力を入れます。最低限必要
な備蓄（水と簡易トイレなど）を各家庭で整え、地域間
での支え合いができるまちへ。自分と家族を守り、互い
に助け合える牧之原を築きます。


